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株主の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。

平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。

さて、当社第102期（自  平成13年4月1日  至  平成14年３月31日）の営業の概況をご報告申し

あげます。

当期におけるわが国経済は、株価下落、不良債権処理、高失業率など難問が山積し、また、

設備投資は一向に回復の兆しが見えないまま推移いたしました。

住宅関連業界におきましても、雇用・所得環境が厳しさを増したことにより、比較的堅調であっ

たマンション・建売住宅などの分譲住宅が停滞する一方、持家の新設着工件数が大きく下がる

など、総じて低水準のうちに推移いたしました。

このような状況下におきまして、当社は創立65周年を迎えた当期を中期三カ年計画の初年度

と位置づけ、首都圏を中心とした営業力の強化、環境に優しい商品の開発、グローバルな最適

生産体制と原材料調達システムの構築など競争力の強化を最重要課題として取り組みました。

また、品質と環境のマネジメントシステムに続き、労働安全衛生マネジメントシステムの適合証

明を全工場で取得し、三位一体のマネジメントシステムを構築するとともに、ゼロエミッション（廃

棄物ゼロ）も全工場で達成いたしました。

なお、グループ経営効率化のため、平成13年10月1日付で連結対象子会社アイカ販売株式会

社を吸収合併いたしました。

このような結果、連結の売上高は79,317百万円（前期比2.3%増）、経常利益は7,475百万円（前

期比0.1%減）、当期利益は3,239百万円（前期比23.3%減）となりました。また、単独の売上高は

73,769百万円（前期比0.5％増）、経常利益は6,675百万円（前期比11.0％増）、当期利益は、

3,032百万円（前期比0.2％増）となりました。

今後の見通しにつきましては、米国経済に回復の兆しが現れ、アジア経済にも明るさがでてき

ましたが、わが国は依然としてデフレ不況、不良債権処理から抜け出せず、また住宅関連業界

におきましては、住宅ローンの申し込みに減少傾向がみられるなど、引き続き厳しい状況が続くも

のと予想されます。

このような状況のもと、当社は４月１日から社内カンパニー制を導入し、意思決定を迅速に行い、

ＣＳ（顧客満足度）向上とスピード経営を推進するとともに「商品力・人材力の強化」「他社との

差別化」を図り、また、「環境」対応に積極的に取り組み、「顧客に選ばれ、社会に貢献できる企

業」を目指し、業績向上に鋭意努力してまいります。

株主の皆様におかれましても、なにとぞ一層のご指導ご支援を賜りますようお願い申しあげま

す。

平成1４年６月　

取締役社長

株主の皆様へ



化成品部門

化粧板部門

商業施設の多様化が進むなか、意匠性・機能性に優れる

新商品は、高い評価を得ることができましたが、大型店舗・

複合施設の出店減少やオフィス市場の低迷が大きく影響し、

伸び悩みました。他方、脱ホルマリンおよびＶＯＣ（揮発性

化学物質）対応の環境対応商品は、病院をはじめ介護老人

保健施設、公共施設など内装化粧材として市場やユーザー

の高い評価を得て多数採用され売上を伸ばすことができ

ました。全体的に大変厳しい状況にあり、売上増には至りま

せんでした。

このような結果、当部門の売上高は連結では22,699百

万円（前期比1.9％減）、単独では22,921百万円（前期比

1.0％増）となりました。

部門別のご案内

外装・内装仕上塗材
（　　　　　）
〈外壁面への使用例〉

健康住宅対応接着剤（                                   ）

各種化粧板
〈美容院内装への使用例〉

接着剤系商品は、合板市場向け接着剤が構造的不況により

低調を余儀なくされましたが、環境対応型接着剤として、当社

のグループに新たに加わった会社との共同研究成果で、可塑

剤を含まない接着剤やホルムアルデヒド・溶剤を含まない接

着剤が住宅・建材市場で好評を博しました。また、各種不燃化

粧材の施工用弾性シリコン接着剤は機能性が評価され堅調

でした。一方、樹脂系商品は、外装・内装仕上塗材がその意匠

性、素材感が、住宅・店舗・公共施設などに幅広く受け入れら

れ売上を拡大することができました。

このような結果、当部門の売上高は連結では19,177百万

円（前期比24.1％増）、単独では15,086百万円（前期比

1.0％減）となりました。



住器建材部門

電子部門

主力商品の多層プリント配線板は、通信分野などの高速

伝送に必須の技術開発に努めましたが、ＩＴ（情報技術）関

連産業低迷の影響を受け充分な成果を得ることができま

せんでした。また、電子システム商品は、回路設計から基板

製造・部品実装・ユニット化に至る一貫受注を推進し、特に

回路設計の受託開発に注力いたしましたものの、充分な成

果を得るには至りませんでした。

このような結果、当部門の売上高は 連結では8,592百

万円（前期比10.3％減）、単独では8,836百万円（前期比 

10.4％減）となりました。

鏡面メラミン化粧板
（　　　　　　　　  ）
〈内装ドアへの使用例〉

木質系複合玄関ドア
(　　　　　　　　)

当社独自の複合技術を生かした木質系玄関ドアやメラミ

ン化粧板を使用したインテリア建材は、その意匠性と機能性

が高く評価されましたが、新設住宅着工件数の減少により苦

戦しました。他方、不燃化粧材は住宅・店舗・公共施設・オフィ

ス空間・リフォーム用途など幅広い分野に着実に浸透し、大

きく売上を伸ばすことができました。

このような結果、当部門の売上高は連結では26,935百

万円（前期比4.1％増）、単独では26,925百万円（前期比

5.0％増）となりました。

※連結では、上記以外に1,912百万円（前期比45.0％減）

　の売上がございました。



連結決算

連結貸借対照表

連結キャッシュ･フロー計算書



連結剰余金計算書

連結損益計算書



単独決算

貸借対照表



損益計算書

利益処分



企業活動のご案内

●環境報告書

当社では、化学会社では難しいとされてきた埋立廃棄物をゼロにするゼ

ロエミッション活動を推進し、本社・新川工場では２００１年８月、福島工場で

は同年１０月、甚目寺工場では同年１１月に、それぞれ埋立廃棄物ゼロを達

成しました。全工場で、ＩＳＯ１４００１（環境マネジメントシステム）を取得し、

そのシステム運用の過程で「リデュ－ス（発生抑制）」「リユース（再使用）」

「リサイクル（再資源化）」の３つのＲをキーワードに排出物の削減と埋立

廃棄物の再資源化に注力してきました。

ゼロエミッション活動では、「各工程（生産部門、開発部門、事務部門）か

ら定常的に発生する埋立廃棄物をゼロにする」と定義し、埋立されていた廃棄物を社内でリユース・リサイクルできるもの、

社外でリユース・リサイクルするものに徹底して分別回収し、社内のみならず、原材料納入メーカー、処理業者の協力を得

て、個々にそれぞれの処理技術を確立しました。

●ＯＨＳＡＳ適合証明書

当社は本社・新川工場、甚目寺工場、福島工場で、労働安全衛生マネジメントシステム

（ＯＨＳＡＳ１８００１）の適合証明を、（財）日本品質保証機構（ＪＱＡ）より取得しました。従来

より、労働安全衛生活動を推進して健康で安全かつ快適な職場を実現することを経営課

題としてとらえてきました。

労働安全面では、工場で起きた労働災害を教訓に、ゼロ災害の職場になるように、設備

の改善や工程・作業方法の見直しを図り、労働衛生面では、当社は化学物質を多く取扱っ

ておりますので、作業環境での人体への影響を少なくすべく、特に有機溶剤による健康

障害の防止に重点をおいた取り組みを行っています。

不燃化粧材端材等のセメント原料への活用（次ページ参照）
廃プラスチック（フィルム）との化粧板粉末によるパレット化
アルミ箔シートのアルミ地金化
化粧板粉末のプラスチック充填材への活用

凝集沈殿汚泥の鉄鋼ブリケット用バインダーへの活用
合板等木質材料端材のパーチクルボードへの再資源化
燃え殻のセメント原料、路盤材への活用
廃プラスチック類のゴミ固形燃料への活用

化粧板関係 化成品関係
住器建材部門
共 通

－ －
－
－



◎不燃化粧材「アイカセラール」の全廃棄物をリサイクル化達成

●不燃化粧材セラールの端材

セメントへのマテリアルリサイクル

全工場のゼロエミッション化の推進のためには、「アイカセラール」

の生産工程での完全リサイクルは、避けて通れない命題でした。

「アイカセラール」の生産工程から排出される廃棄物は、年間６７０

トンにも及びます。

このような生産状況のなか、リサイクルに取り組んだ結果、新川工

場の資源回収ボイラーで熱回収する廃棄物は５％、外部の廃棄物中

間処理業者でゴミ固化燃料の熱量調整剤とする廃棄物が３０％、セメ

ントへのマテリアルリサイクルする廃棄物６５％と、それぞれ廃棄物

のリサイクル化を達成しました。

「アイカセラール」
メラミン樹脂を含浸した化粧層と特殊不燃コアを高温高圧で同時成型し

た厚さ３ミリの不燃化粧板。
不燃性能と表面硬度が非常に高く傷がつきにくい特性があります。
豊富な色柄と当社独自の工法の開発で、住宅のキッチン、浴室のトイレ・サ

ニタリーの壁面をはじめ、店舗や健康・医療・福祉などの公共施設へと用途が
拡大し、当社の中核商品のひとつに成長いたしました。

●セメントの中間原料（不燃化粧材セラールを粉末状に処理））料

セメント

●Ｒ＆Ｄセンタービル

◎Ｒ＆Ｄセンタービル竣工

　当社の甚目寺工場内（愛知県海部郡甚目寺町）に、かねてより建設建

しておりましたＲ＆Ｄセンタービルが本年６月に完成いたしました。

研究施設としての環境や空間に配慮する建物の構造・設計になって

おります。併せて、化学会社である研究特性を充分に考慮した環境

設備も設置いたしました。

　皆様のご期待に応えられる製品の研究開発に、取り組んでまいり

ます。
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代表取締役社長
執行役員

代表取締役専務
執行役員

常勤監査役

冨田　章嗣

近藤　憲一

深田　卓朗

渡辺　　修

石塚　良宏

酒井　眞孝

佐治　一良

野田　　近

堀田　益之

堀部　啓一

太田　郁夫

福井　清晃◎監査役

浦部　康資◎監査役

常勤監査役

執行役員

尾畑　佳紀

岩田　照徳

田中　　彰

執行役員

執行役員

常務取締役
上席執行役員

常務取締役
執行役員

取締役
執行役員

取締役
執行役員

取締役
上席執行役員

取締役
上席執行役員

取締役
執行役員



株式の状況



3月31日

6月

１）定時株主総会、利益配当金    ３月３１日
２）中間配当金                　　  ９月３０日
３）その他必要があるときは、あらかじめ公告した一定の日

日本経済新聞

1,000株

〒１０５－８５７４　東京都港区芝三丁目３３番１号
中央三井信託銀行株式会社

〒４６０－８６８５　名古屋市中区栄二丁目３番６号
中央三井信託銀行株式会社  名古屋支店証券代行部  TEL　０５２-２３１-１１４５（代）

中央三井信託銀行株式会社本店および全国各支店
日本証券代行株式会社本店および全国各支店

東京・名古屋

http://www.aica.co.jp/kessan/index.html

株主メモ


